
令和2年度　総合教育会議 

『地域道徳』について



『地域とともにある学校づくり』について

　　
『地域道徳』について

　・導入の経過
　・今年度の取り組み
　・次年度以降の取り組み



地域社会では・・・
　　　　　　　　　　　　　 少子化、高齢化、
過疎化、人口集中、第一次産業の衰退、後継
者不足、貧困、グローバル化、etc

学校現場では・・・
　　　　　　いじめ、不登校、自死、体験・
経験不足、体力低下、ネグレクト、DV、
孤食、、、etc

新型コロナウィルス感染症、

臨時休校、

⇒特に少子・高齢化の現状について



今の小6が
　　36歳

今の中３が
　　39歳

今の年長が
　　30歳

⇒課題解決に向けて国は？



⇒ツールとしてのCS



今までの学校と地域の関係
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これからの学校と地域の関係
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⇒熟議の意義について



「熟議」開催のねらい

　① 地域、家庭、学校が、一緒に
　　 子どもを育てていこう、という
     目標を共有し、機運を高める。

　② 協働の取り組み(地域学校協働活動)
　　 の実施に向けて、具体的方策につい
　　 て協議し、当事者意識を高める。

⇒本市の道徳的課題は？



R1　全国学力・学習状況調査質問紙　（％）

南丹市
小６

京都府
小６

全国
小６

南丹市
中３

京都府
中３

全国
中３

人の役に立つ人間にな
りたい 80.3 76.4 74.7 81.0 69.6 71.1

いじめは、どんなこと
があってもいけない 90.2 86.6 85.0 92.5 78.8 78.3

人が困っているときは、
進んで助けている 50.4 37.8 40.4 43.5 28.0 34.6

規範意識、道徳的心情は、育っている。

道徳的行為・行動力に課題がある
⇒課題の背景には？



小・中学校「特別の教科 道徳」の実施の背景③

⇒課題解決のため、本市の特徴は？



南丹市は地域の教育力が高い。
大人同士もよい関係をつくろうとしている。
地域は学校に対して協力的である。
地域が子どもを大切にしようとしている。

⇒どのように取り組むのか？



学校の
道徳教育
の充実

地域道徳

学校の道徳教育の充実と
地域道徳を両輪で進める
ことが大切

年間35時間確保

質的転換

地域・保護者・
児童生徒とともに

⇒まず、学校現場では？



学校の道徳教育の充実

② 道徳の授業のあり方を改革する

①「考え議論する道徳」を実践

⇒次に地域や家庭では？



地域道徳の取組

どのような取り組みをして地域総がかり
で児童生徒の道徳性を育てていくか

地域学校協働活動も活用し、
「各校で地域道徳の取組」を実践

地域・家庭 学校

学校運営協議会
実態・課題
目指す子ども像

共有

熟議

⇒文部科学省事業を活用



八木中ブロックを推進地域に指定

【指定理由】
・前年度まで「心のバリアフリー」で文部科学省よ
　り八木中ブロックが指定を受けており、ブロック
　内の幼小中の連携ができている。

・過去２年間八木中ブロック校種間連携推進協議会
　として小学校が特別の教科道徳を先行実施になっ
　ていたことから、道徳を研究してきた。

文部科学省の「道徳教育の抜本的改善・充実事業」の指定を受けるにあたり

⇒地域道徳事業の全体構想



⇒具体的な方針は？



⇒令和2年度の取り組みは？



１　キックオフ研修会　令和２年７月１日（水）　ｉスタやぎ　

ねらい：この事業を進めていくにあたり、　　
　　　　今後の方向性を共有するとともに
　　　　研修を深める

参加人数　　　 
　　　　南丹市　保・幼・小・中学校教員　   68名
　　　　学校運営協議会委員　　　　　   　   27名
　　　　京都府教育委員会　　　　　　　   　  6名
　　　　南丹市教育委員会　　　　　　　　     7名
　　　　　　　　　　　　　　　　　          108名

京都産業大学　柴原　弘志　教授　

　講演
「地域とともに進める人間性を育む道徳教育」



２　道徳公開授業並びに全体研究会　　
令和２年11月４日（水）  八木中学校道徳公開授業　　　　　　　　　

「ようこそ『やねせん』へ」

短冊に、よいと思うこと、
残しておきたいと思うこと
を一つだけ書きます。

学校運営協議会の方に協力依
頼し、制作された八木町の絶
景スポットのスライドショー



２　道徳公開授業　　
令和２年11月10日（火）　八木西小学校６年道徳公開授業　　　　　　　　　

「ようこそ菅島へ！」 

「八木のよさにはどんなも
のがありますか？」という
導入

最後にビデオで八木さんが城
山について、中川さんが八木
町の観光について説明され、
全員で視聴した。



令和２年11月11日（水）　八木東小学校道徳公開授業　　　　

「１本のバナナ」

「なぜ、ダニエウ選手に
バナナが投げ込まれたの
だろうか。」

投げ入れの人権教材

12才の君たちが20才になっ
たとき、差別することはい
けないと言えるか、放って
おく人間のままでよいか



令和２年11月11日（水）　八木中学校ブロック全体研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口丹波勤労者福祉会館

・３つの公開授業の事後研究会

・柴原先生の講演
　キックオフ研修会の続き　



学校運営協議会による熟議

どのような子ども達に育ってほしい
か具体像を共有する。

道徳性の備わった目指す子ども像を
共有し、その実現に向けた方針など
を熟議した。



３　令和３年２月22日（火）　道徳教育成果報告会　ｉスタやぎ

八木中央幼児学園

八木西小学校

八木東小学校

八木中学校

◎地域道徳の発表

◎柴原先生による指導助言と講演

・八木中ブロックの
運営協議会委員

・八木中ブロック以外の
教職員、運営協議議会委員

各学校で視聴し参加

You
Tube
にて
動画
配信

八木中ブロックの教職員のみ
ｉスタやぎで参加

⇒令和3年度「充実期」



地域・家庭の実態に基づいた道徳授業の実現
道徳の授業づくりに参画⇒道徳の授業が自分事に
家庭での生活に道徳的視点を

参加者個々の学びを地域・家庭全体の学びへ
　　　　　　　　　　↓
　　学校運営協議会で方針を決定
　　地域学校協働活動で具体的な取組を
　
　例：八木ブロック「あいさつ＋メッセージ」

〇道徳の授業に地域・保護者が参画する。



〇道徳の授業に地域・保護者が参画する。

打ち合わせ 授　　業 振 り 返 り

※小さな成功体験を積み重ねる。

やって
よかった

次は、
こうしたい

学校
地域
家庭

保護者

地域・家庭の
視点を加える

人的支援の期待

学校の道徳授業を
知る

共に授業をつくる
という体験

家庭での話題

地域・家庭と
ともに作った

道徳授業

親と子の道徳的対話

地域・保護者が入る
ことで新たな視点に
よる道徳授業を創造

自分たちも一緒に道徳授業
を創ったという実感地域

⇒令和4年度「発展期」



〇コミュニティ・スクールとともに、
　　　　　　　　　　　地域道徳の定着を図る。

・導入期・充実期のサイクルを繰り返し、今後も持続できるため
　の仕組みや体制基盤を整える。

※地域の取組を地域の関係団体（青少協、商工会、民生委員、老人会等）　
　との共有化へ
※地域団体＋学校運営協議会とコラボして、具体的な「目指す子ども像」
　を示し広げていく。
※教育委員会＋市長部局のさらなる連携・協働体制を築く

地域住民を取り入れた取組（ブロックで）

・研究発表会・シンポジウム・パネルディスカッションなどを実施予定

◎この取組は、PDCAサイクルで改良されつつ、令和５年度以降も持続されて
　いくことをイメージする。




